
































































































(4)近所付き合いや地域活動の状況

近所付を合いの程度

「あいさつ程度」が最も多く 36.5%、次いで「偶然に山会った時の立ち話程度」

が25.4%などとなっている。また、「ほとんど付き合いがない」が2.5%となって

いる。
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「月にi回から2恒IJが最も多く 35.1%、次いで「年に数[ij1Jが22.4%などとなっ

ている。また、「ほとんどこない」が13.7%となっているロ
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3 友人親戚宅への訪問瀕Ilt

「月にI聞から2回Jが最も多く 29.4%、次いで「年に数IiiIJが26.6%などとなっ

ている。また、「ほとんど行かない」が20.6%となっている。
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「あまり関心がないjが最も多く 28.6%、次いで「わからないJが24.3%、「行
事詩に参加 ー見学したい」が20.2%などとなっている。
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当 喫僚が'.'1J0する地j曹の団体やr.まり

「町内会 自治会」が最も多く53.4%などとなっている。

家篠が参加する地域の団体や集まり
(N=I， 340 ; MAJ 
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r; 地i唱bEl帥i の主主IJn状況

「現在参加している」についてみると、「地域の祭りや交流 懇親」が品も多

く18.6%、次いで「安全・防災」が10.5%などとなっている。

「参加したことがあるjについてみると、「安全 ー防災」がf砧も多<31.3%、次

いで「地域の祭りや懇親Jが30.3%などとなっている。
|知っているが参加したことはないJについてみると、「悶齢者jがi訟も多く36.7%、

次いで「安全 ・防災Jrスポーツ ・他国Eづくり」が31.6%などとなっている。
「知らないJについてみると、「行政区域を越えた辿tJljJがiltも多く41.2%、次

いで「国際協力Jが39.2%などとなっているo

安全防災

子育ち手商て

..償保臨改.，

'.J 
地"ω祭りや交流恕籾

。
i也媛活動への参加状現
(n=l，061;SA) 

" 50 75 IOQ 
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ロ型自在多加している ・，参加したことがある ロ知っているが‘参加したことはない 口知らない .傭図答
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7 j似現活的への今後の叩H践向

「今後参加Lたい」についてみると、 「地械の祭りや交流・恕親Jが最も多く

50.1%、次いで「安全 防災jカ'44.7%などとなっている。

「参加しない」についてみると、「子育ち 子育て」が最も多く55.3%、次いで

「行政区域を越えた述携」が54.7%、fl時害者」が53.7、f"j!f少年育成Jが52.8%な

どとなっている。

地媛，苦動への今後由多加意向
(n=816: SA) 

。 25 '" 75 l∞ 
【喝}

安全・肪民

子育ち・子育て

高0:"

隊審者

青少年育成

スポーツ・雌flづくり

11境保櫨改普

地崎の熊りや交斑・憩観

国際協力

行政直躍を組えた連憎
L 

ロ今後参加したい 副書加しない ロ隅回答
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(5)盟諸の悩みや図りごと

弘吉のなかでの悩みや図りごと

「老後の暮らしjが最も多く 38.7%、次いで「医療保険年金」が30.6%、「家

族の他肢Jが30.4%などとなっている。

生活のなかでの悩みや固りごと
( N~ 1. 340 ， MA) 
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2 悩みや困りととの相談相手

「家族親族Jが最も多く 42.9%、次いで「友人」が26.9%などとなっている。

また、「適当な相手がいない」が10.4%となっている(ただし「相談内容によっ

て適当な相手がいないJという趣旨の回答を含む)

悩みや(固N~り1 ごとのM相A)観相手
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(3)学区祉協交流会でのt似球福祉関係者によるグループワークのまとめ

19年lO}'!4日の「学区社協交流会Jにおいて関係者で「子育て・児童Jr障害Jr高齢Jの分
野ごとでそれぞれ 2 グループに分かれて、地jî~の問題点を/1\ L合いました。その内容を記載し

ます。

[子育て・児童分野に関すること]

.ク0::;ブワークで出された問題1:

自/11小学校区は、四条京阪駅の近くから白川小学校迄(元、弥栄学区北側 有

済学区謀間学区)通学している。花見小路泊、東大路通等、キケンが}杵あ

ると思う。イ可とか111来ないか?

児車両} 学賞と地域判協の方々との主企・取組について。

!日目指余りの児童で特にない。見守りで設校時に声かけ“おはようごさいます"

をしている。

児宜の畳下校の送迎。

ftt近学区内で不審者が出没LたとのJFですので、県l到下校の日もあった。

地元(桁済)小学校は統合され、内川小学校(聾出)へ通学している。少干の時代

で少ないが過宇田交通|問題が匁になる。花見小路や車大路がある。

丑校 下校時の見守り隊の設立で児童の安全を行なっている。

畳校時見送りのl時事故がおきたらどうするか。J!t任はどうなるか。咋

まの査に111て(下畳校時)戸かけ、見守り。

「干ども1101昨」の看板の見直Lをすればどうか@

安全の確保。

77かけi'I!動、 見可iり等必要。

六版学区 児童が少なu、。私の町内では学童がなく、幼児 ・中学生と!IlJがあき

| 脳同四国

①登下校時、地域での

子どもの安全

すzてます。 I②子どもの減少
子どもが少ない。

町内に小学生(児宜)がいないので、畳 F校の盗が見ることが出来ない。

子どもたちの安心して遊べる助はたくさんあOますか、

安全・安心な遊び場が企い。

子ども同士で遊べる場所が少ないω

子どもに戸を掛けても返ってこない。これを怒られる1iが多い。

児iltとの会話が雌しい。(特に中今の附の者)

子どもの目線に立って鮪をする。

号車交時的干どもにあいさつをする。

311い事をしたら住立をする。

良u 、!J~をしたらほめる。

おはようこんにちはM 日おかえり"戸を11¥しであいさつを教える。
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③安心できる遊び場

④コミュ二ケーション



養護学校への送迎をしているお母さんが何となく出会わないように避けていら ⑤樟害のある子どもさ

れる感じがする O んとのかかわり、相

障害児さんであまり喋ってくれなかったが、こちらから話しかける様に心がけ 互理解

たら近ごろは、先方から話しかけてくれるようになった。

最近は、若い保護者の方の認識や理解に私達の年代とかなり考えの差があり困

る事がある O ⑥親のあり方

今の親は自分のことを言わず、子供に大きな期待をする。閉鎖的で難しい。

御近所に同世代のお子達、お母さんが少なくで情報が得にくい。

子育ての相談者が身近にいない。 ⑦相談者、情報

親への子育て等の情報提供の充実。

核家族化により子育ての相談する人が近くに屠ない。

東山子ども支援センターを知ってもらう O ⑧関係機関の周知

親・夫婦喧嘩が子ども虐待でもある O
⑨虐待

福祉事務所によると東山に虐待が20件ほどある O

ボ、ランテイアさん不足。
⑩担い手不足

子育てのボランテイア O

保護者同士のふれあい、交流の場が必要。

どの学区にも地域の活動拠点を作る O ⑪子育て拠点の必要性

子育て会館や会場拠点となる場所がない!

幼、保、小との連携が少ない。
⑫施設問連携

小、中統合問題。

サービスを利用していない、若年母子の把握 子育て等の要望把握。
⑬実態把握

住民票を置かない母子の居住実態把握。

粟田「すこやか学級Jへの児童(白川小)の参加(年2回程)0 

栗田「白川夏祭り」食べ物作りへの参加。

貞教子育て支援「いちご組」あります。

子育て支援(いちご組)0才~3才まで対象 親子さんのふれあい交流、情報交

換の場として活動。
⑭具体的取り組みと提

子どもさんから大人、おじいちゃんおばあちゃんが共に交流。
案

学校だけの教育・指導をまかせきりにせずに家庭でのしつけ等をしっかり教え

てもよいのでは。

昔の遊び等を一緒に出来たら。

放課後の学習を兼ねて児童と「まなび教室jで交流している あくまで児童の

自主性にもとづいて。

学区社協では、高令者に対する活動が中心なのですが?年7~8岡のいろいろな

事業(健康すこやか、敬老の日プレゼント、そしてこれらの活動の検討・反省 ⑮その他

の場も各役員も負担してやる o)を必要に応じてやっている O

つω
戸町

υ



[障害分野に関すること]

電f-'!'i 
なっ'な字削と年に2E付干しか空前tしていなし、 tと学区祉協の交

1来ていない。 流

聴覚障害者との交流 研修会をふまえて、地域での見守りと交流を合めた提案 I LVJ剛聞

したが中身.illiまない。

l軍事を持っている人同士の交流がほとんどない。 る人どう し

当事者活動の輪を広げていきたいが、呼びかけが縦しいです。 の交流

東山社1llに集めれている障害のIJからの希望帯、知らせて献しい。

個人情事iz々 で昨i事者のれ'1報が伝わらない。

それ :"~L円陣害によ けを必要とされているのか 。

い を持った方がおられるのかわからない。

地域の障害(町齢者)町方々が、どちらに鼎われているか等の情報がわかりません。

地域の附帯(高齢者)の方々が、仰を希:N.されているか、知りたいです。 」町畠
る

どの範捌でお手伝いさせてもらえばいいのか。 方とのコン宮ヴト

人を臨めることは大聖だ。

宇区内0)陣;1¥=者の方的辿節、連併が取れてない。

をつかめていないq

地摘の防可作者がどこにおられるか({lんでいるか)がわからなL、

町内単位の都市化により括部な付き合いで相協としても地域の把般が出来ない。

陣告の人は近くにおられま昔が1!Jdわったヰもがありません。

辿l~干する 。

交流が少ない.

防省の人は近くにおられますがl叫わった事がありません国

"障害"は と比べても)多様なためな れにくい。

今のl1，ÿl!，では陣持者の1;;主円 lnはかかわっておりません。 干:~L町中間rIj tで戸を ⑤コミュニケーンヨン
掛ける血気がなかなかtl¥ません。 -理解

初めての勉強です。教えて下さし '0

防E作者の地域の集い書加をすすめることo

陣答者の方をかわいそうな人として見られる人が多いと思う。

相手へ0)思いやりの心が郁 o

陣容を持っている人が外出しているときに且';fりの目があればうれしいです。

rE令者の社会になりすき.て 人を県めること大変である。
lとコーディ ネ

支援を求めている1jとボフンナイアをして下さるブJをつないで下さるコ デイ

ネ ター的な19:剖をして下さる11が必要と，¥Uいます。
ーター不足

~(L\\I支は目的化:容が向く、住民の関心が"郎防“に侃りがちである。 l吋岨
加附に1'1い、“附45"の分野にやってこられる万もある。(白内附など) の偏りと共通性

防省により、助けを必』止とする !J~tJ;叫なると思う 。

1~ 11i'iì ゆである。→fiiIをしたらよいか分Lつない。 -アンケ ト

実態が十分に4目指できていない。

日



災害の時などに、支援の手がほしいです。

災害時における聴覚・視覚・身体樟害者、ねたきり高令者の救出・支援体制の

整備。

災害・緊急時にそなえ、聴覚・視覚他障害のある方の事前把握。(個人情報保護)

をのりこえて。

障害者。(1人暮らしの非常時・防災時について)。 ⑨災害時の対応

町内の一人暮しのマップについて町会長、民生、老人福祉員等、役員の合同会

議について。

災害の時、障害の方達にどう接し、手助けしたらいいのか。

災害の時にどうすればよいか。

学区内における災害時の避難体制ができていない。

通行量の多いところ、不安定な道での車いすでの移動。
⑩生活環境・バリアフ

坂が多く車いすなどで移動しにくい。
リー

身体、視覚障害にやさしい街づくり O

総合支援学校(昔で言う養護学校)が東山区にはなく山科まで、通っておられる O ⑪地元に学校がない

本当に切実なサービスに対する対応。

一人暮らしをされている方で、ヘルパー等の入らない時開帯の見守りの人がい

ない。

共働きをされている児童さんの放課後の過ごし方について。 ⑫社会保障、福祉サー

学齢、学生の障害児者の長期休暇のときの居場所がほしいです。(障害児学童等) ピス

学校の長期休み時の過ごし方。(支援センターに相談にこられた話です)。

障害を持っている人個人に対してだけでなくその人の家庭に対しての支援があ

ればうれしいです。

障害児の兄弟に対する支援があればありがたいです。

共同作業所の若者たちは、ボランティアで動けるので情報がほしい。

お手伝いしたいとしてほしいの情報交換の場が必要。

各ブロック(いろいろな団体)の研修、見学。
⑮具体的取り組みと提

福祉まつりとかを将来計画したい。
案

東山は広いので、各協議会単位の会(催し等)に、計画的に他の協議会から代

表等が参加するのはどうか。

東山区身体障害者団体連合会代表電話連絡乞う O

自分も障害を持っていますが、障害者と思った事がありません。

社会福祉にかかわって丸三年になります。地域の方達にお会いして喜んで下さ

る声に励まされて頑張っております。

自分で自分の世界をつくっている人が多いことが問題である O
⑩その他

年令に対する格差しかり。

高令者の皆さんに年令の格差があり、特に行事を催す場合が多い。

月、 1閏のすこやか学般の参加には、なるべく、お役に立てる様やっているつ

もりです。人数が段々と増えて小学校の校舎の方も、満ぱいとなっております。

A
吐

戸

h
d



[高齢分野に関すること]

明戸 ブワTクで出吉椛問題財l
老々介護の現状。

財産をどうしたらいいのか P

向齢者の虐待問題。

lB符があるが、他人がどう関われるのか?

悲臨間法の検行。

悪徳商法への対処。

1t1i眠械法。

'[1組

定/lH~が探刻化している。

(認知!のため?)近所の悲口を、他人に話す。

お金がなくなる、能られたと、他人に閉す。

認知拍:ケアについて。

孤独、制帰守、孤老、孤柄、11ft死の|町姐

制!Jl!t高齢者が牢区に何人おられるか不明。 (孤~1l死、訪問販先、 見司り隊)

制iI舌向附者増えた。

高附世帯'i'主JI居‘圧闘的に多旬、

配1同背が亡くなると、気力をなくす。

孤独な日齢者は、人と話すことができず、自分で抱え込んでしまう。

独居間齢者の杷J日が必聾だが個人情報との兼ね合い。

高齢者は話し相手を欲している。

ーらしのM剛 なったときの食事や身の回りの世話のl問題。

"。
金賞金、茶話会等で独陪向齢者のJ山由が必要。

高齢串カ可可いので見守り連動がまにあわない。

制I1苦肉令者が引っ越す時、身内がいないので j悶fの保証人がいない。

自殺年間3万人回%は老人。

ゴミ /1¥しが重いので、日齢者には大変a

年々足腰がijiJっていき外出しに〈くなる(したがらなし泊。)

分別し、ゴミを/1¥すときmいので太変だ II 
ゴミの分別の認融が鰍しい。

乾かない洗同1物をストープ円前にi置き、こがしてしまう。火事の心配がある。

コミュニケ シヨ〆カ守とりにくし"

耳が述いと述特が~IIしい。
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①老々介護

③高齢者の虐待

④悪質商法被害

⑤認知症

⑥高齢者孤独

⑦高齢期の生活問題



人(他人)のことは知りたがり、開きたがるが、自分自身のことは他人に知られ

たくない。

近所でのつきあいが深い分、 トラブルも起こりやすい。 ⑦高齢期の生活問題

高令者がフラフラ歩いていると「家に帰れるだろうか?Jと心配になる O

近所の事は気になるが自分の事は隠そうとするO 少し認知が始まっている?

町内で行事がやりにくくなっている。役員が決まりにくい。
⑧町内会活動への影響

町内ごとに声かけ運動でもはじめたいと思うのだけれど……。

大きなドラッグストアがない。

大手スーパーない。

一方通行が多い。

車の通りがはげしい。

東山区のパスがいつも一杯で使いにくい。
⑨生活環境

観光シ」ズンは生活しづらい。

東大路東側は坂が多い。

押し車での歩行大変。

杖も溝にはまる。

道がデコボコしているO

坂道が多いので買い物が大変。外出が大変。

制度、サービスをすすめても「私は大丈夫」と拒否されるO

福祉制度がわかりにくい。

サ}ピスの活用の認知度がうすい。

介ゴ予防の取くみに積極的でない。

介護保険制度、医療制度の見直しが必要。
⑩社会保障・福祉サー

高齢者間の格差 -健康、病気 -積極的、消極的 -格差解消と困っている
ピス

人への支援。

通院→リハビリ→老人ホーム(特養施設)0 

介護保険制度が厳しくなり制度利用しにくい。

区社協の車での送迎サーピスはOK。

配食サービスが必要。

社協と民生さんとの会合を聞いていただき、地域のことを話し合う機会を作っ
⑪具体的提案

てほしい。

ふれあい広場、すこやか月 1回第3火曜日日時~4時頃迄。体温、血圧、脈、そ
⑫その他

の後食事、おみそ汁、おすい物、ピアノでの生演奏。

po 

【

h
d



(4)第一期計闘の進惨状況の限誤 作戦闘)

' 学['l:祉協活動の吏l.'l

第一期吉lilliiの中で柱となっていた「学18:社協の支按」であるが 区制協として

十分に支援ができたとは言いmlt，、現状です。1w:優先にJWり上げられていた「学区

社協役貝研修の強化jr住民との交流 ・懇談会の実施jr広報的動の強化jをはじ
めとして、 l分な成*は特られていません。

その裂因として考えられることとして、 一つには、区社協が計回策定時には明

記されていなかった、相社送迎サービスやこころのふれあい交流サロン、そして3

つの介護予防事業に収り組んだことにより、学区枇協に対して十分な|則わりが持

てなかったことがあげられます。二つ目には、全般的に学区制協の担い手が不足

するなかで、活動参加者が広がっていない現状があります。

今後は、学区制協とのLっかりとした;泊思疎通をはかりながら、支援を充実して

いく必要があります。

ヲボ テ rr ;~!JIi .荷主tf主hの彼P

幅広い区民に働きかけ福祉の土取を作っていくための取り組みであるが、第一

JUJはおおむね順制に活動がすすんだといえます。

さまざまな種類のボランテイアスクールの間保やそこからのグループの誕生、さ

らにはNPO法人昔の風をはじめ関係機関との共俄による「スマイルミュージッタ

フェスティパル」の開催、「相祉教育ガイドプッタjの作成などの成県がありま L

た。

J' 当唱者J書跡的主1t" .i$I制化

当事者活動支援についても諜!也は残しつつも、 一定の進捗が凡られました。第

一JYJ計聞の策定を通じて社協には、さまざまな#らしづらさを抱える人たちの実

態が情報として入ってきま Lた。それが、こころに附害をもっ人たちの忽いの脇

となるべく、「こころのふれあい交流サロン事業jを始める原動力となりま Lた。

また、東山は地形や公共交通機関の不JlのJHには[柿祉送迎サービスJという形

で、区民の;)li4正ボランティアの参加を111て活且をGfJ始することができました。さ

-57 



らには、高齢者の介護'f'IViのJIJ(り組みの必要性をいち早く事苛dヒL、モデル的に

取り組んだ「おいでやす耳[UJJr健康ま~じゃんJや「ガーデンdeひがしやま」は、
定の成呆として評価できます。

先述の「スマイルミュージックブェ1ティバル」も当事者の社会参加の促進と

ともに共生のまちづくりに向けた一歩になったと考えられます。

一方で、子育てに|期する取組みが卜分とは言えず、今後に課題を残しました。

<，町rjtj'買桶粧品ツ fう ? -'''.り

制t統して区内にある}巴輩、 i申書 (こころのふれあいネッ |ワーク)、高齢のネッ

トワークに参画し、情報の共有化を図りま Lた。活動計画を作る前後で大きく巡っ

たことは、区社協が在宅相祉事業に取組むことにより、行政機関や団体との桜点

が補え、区社協に対する認識の高まったことです。このことによって、お互いの

信頼関係にもとづくつながり強化され、Il官的な述携が取れるように企りました。

、刷~y"" ， I'iJlIl也化

区祉協広報誌 「ひがしやま」ゃボランティアセンターの広報誌「スクラムJの

発行、またホームページの活用や市民新1m区J:&の「区社協ワールド」をつうじて

情報の提供を図ってきま Lた。 今後は、 情報を必~と Lている人に必要な情報が

周く制紺lみを検討する必要があります。

I.i f.:I的o担1ft 1/1)点(1)11111'. 財般の:司孟

組織の強化而は、役員研修を最優先の課題にしながら、十分な取り組みができ

たとは言えませんでした。また、財政についても行政の補助金を活用して取り組

む事業はありま1が、共同募金配分金収入、賛助会員会主主収入の減少傾向に樹H

めがかからない状態であり、財政而での資金確保は喫緊の211題となっています。

一方で、拠点碓保については17年度に「やすらぎ・ふれあい館」が完成し、 j自

峨相祉活動の拠点、区民の自主的活動のiJbが誕生しましたo 区民の利用が多くさ

まざまなサークル活動や会設などに活用され、重要な拠点となっています。課題

を挙げるならば、会館の運営費が区千'jj品からの持ち111しと、六1Jj(学区からの負担
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金、会舶の利用料、京都市社怖をつうじて、京都市からの補助金で航っていると

いう状態です。しかし、安定Lた迎営のためには、これらの金額で卜分とはいえ

ず、公益的活動性を考iII!して行政からの補助金のl目執が必要です。

F 副ー測に向けCω:lJ

く〉正副会長の会議の充実と役員の合意形成

正刷会長会議の定例1m催による役職員の情報共有の舵進と、社協の!)l業、財

政、組織を考えるための委員会の設i置が必裂といえます。

く〉小地域での福祉活動支援の重点化とコミュニティーワーク機能の発揮

まずは、第一甜jで作り上げた事業を維持、充実していくことが重要です。そ

の上で、そこで生まれた凶係機関や団体とのヰットワークを生かしながら、第

二期では住民主体の稲祉活動を区社協職員が支援する 「コミュニティーワーク」

の取り組みを強めていく必要があるといえます。

具体的には、学区制協の活動支援とともに、さらに小さな単位の町内会や隣

近所のつながりを昔、識した取り荊lみを重点的に支援していくことが必裂です。

qd 戸、υ
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(5) 

第一期東山区地域福祉活動計画実施計画進捗状況一覧 *峰先肢は向いものからs-̂司 B-CのlJ1eなっています.
優先度"時間的なもの。内官接等を総合的に考慮したうえで設足しています。

学区社会 福祉協議会活動の支援

a固面白 骨量 園 国 函国国咽
.且 且瓦亙亙市: L 閉 国 回

学区制協
[全区共通を年3回|削出、年一区ごとを"'2回開1ml

学区社協役員研修の強化 s 
役目 リーダー

区主i協が企問実施 実』も 0> 0> 0> =コ 成果 O(年に一位、r!i区役員セミサ ーを市社協と企剛、参加。)
3!1l姐 一定の取り組みは行う も目椋には及んでいない

区社協が企画
[学区ごとに年41IT11井I1ml

住民との交流 ・懇談会の実施 S 学，gjJ民
学区社協が|別由主

虫施 0> ニ今 =今 =令 成県ム{苧区制協で個々の交流を世間)

諜姐学区社協との迎給制整をはか旬、 検討する

[全学区強行、年111]4回強行l

広報活動の強化 s 学区住民 学区制協が先行
杭3t 実施 =コ〉 =。 =ヨ〉

成果 ム(実施q:区 [H141 5宇区→ [H 181 3学区。尭行されている学区には、区制l品より情報提供や耐難、 印刷
区制協がm輔HJt-fn などを支t亙している)

』単組 発行していない学戸に対し区社協は、モデル的に作成したり、約制提供などの指導にあたる。

書1J1!.r.'の

事参加型昌動の充実 B 対象住民 学医祉協で企画・1長崎 検討 =。 :li施 二字 二会 成*:O(すこやか!Ht，1I 11学区-(H181 10学lま.会Jt.茶閉会I!l1.JJ G学区-.{1l1816学医.ミニデイ (11[，1]1学1!-(1-[1811学(3:0 従来から
県施しているIJr震に附Lて継続して行っている。)

課姐 : 実施していない学区の思状を慌祉協が把抱する必~.がある，

訪問型，舌動の充実 B 対象住民 学院祉協で企画・実施 抽H.t 0> 持施 二。 =手
成*:O(維j:t.tH 14J IO'}:[[-(H 181 10学区.配ft(H 141 8~t-[K-{H ISJ9学l孟&友愛{I!1，1)8学区→(H[818字lZ，ほとんどの学|主で拠施して
いる。学区祉協は地)jlのニーズや住民'M揺を把臨しつつあるJ

~l凶 ; 自民施l!i震の"1川者集想のr l!! l!ilと JHr

生，百宣媛活動の企画 C 対.o.U:1~ 区.'j!区社陥で研究‘企画 l~K.t =:> =:> ヲ:施 二二〉
成m 根Ai織(学で区J舎祉の協し役、"取がり例指別It刻r 

もるケースがある)
~I旭

学区祉協が企画 ・実施 | 成組['品組1R: : J l i モデル事車の実施 B 学区祉協
l'祉協がらI!J面支I~

検討 0> 英雄 二> 二。 x(モ rJv lW~としての'"り制1みはJM在まで値立していない固 )
l互祉協が学院1-.1:陥の実態把出と学区 ~I協のi百助を両者から考慮」時間lなどを判断した上でfr-t:.lllしてい〈ことがJ?:.~

財政支鑓の改善 A 学区祉協 区祉協で改枠案立自民 ~施 連成
ー。として級制』IIl し椴日)

，tてiン払テ「す#イこ此アやが出か発日学常級的"に1川書計M」llと学1.祉協1生日によるボランティアグル プが立ち上げられた)ポフンァィアの育成と個人参加白煙量 C 学区住民
区祉協が1.域で実施

:li!主 => => =。 =。'1'IR祉協が学区塘で挺施

q.:1K祉協
リ 土-・，.1"-

福祉推進員田股置の坦進I活動の充実 B 区 • ~r-区祉協 IliJで個別協関 検討 実施 0> =ヨ〉 => 福祉推進J1

学1[社l品
宇区社協の活動空流由実施 A '"祉協が企画・実施 !)~施 =。 0> 0> =。 レク講明会や惜"'すこやか単純"<業交流会、lI!献金などI~Jt胤a 阪社協同I~，以外に各学院が独自でおこなっているji生11・リーダー

十両省"

学区社協組絡の強化 B 
学区祉協が)!施

検前 ~さ施 l 企M4 l i立 I l l 学18:lU品 liOU品が尖施支1. => ニ， => 

関係機関 施設団体との連燐 C 学区位協
tF区H:Isが挺施

検討 実施 =。 0> =コ〉 [tJ製agHサ明 1(人府陥ま制つ調と社関ぽり貝係と会伊で機、り仰l瑚民干会と生枕の他、)紡ドシつぴのニ勺災いア施lきクjのl別ラ5プ、 !<性会などとのカかわりが強いj
1[祉協が実施支慢

Ï' [~ U 
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ボランティア活動，福祉教育の推進

14 也 m ~'TII 一 ー

ド国岡町宮 Iel'"of 開 囚 開凶 E宮川
「ーー

~司 固 f曲円

且 国 正 ..m. ..si! 
ボランティア育成の強化 ['F問2回税Iltl削11.1

(スクール ・入門講座の充実)
s 一般制 i~ 区社協が企制実岨 実施 => => => => J庇品 O(H15以能。内容改変し尖施。災施回数*H15→1問/1-116-1悶IHJ7→ 21自11-118→4匝1)

課題 I 地域住民のニーズに基づき。プログラムや内容を股定 企画する。

[活動A11fj-パンフレッ卜の作成l 隔年更新。拘不恨の拠出への設i世]

ポランァィア関連の情報活動
成品 O(パンフレ yトの発行にはEらないものの。全戸配布情報紙スクラム(現在JI7まで発行)にて分野ごとの

s 一般住民 区社協が実施 実施
ボランティア活動紹介情報を辿載した。ハード而においては， H げやすらぎ ふれあい郎の竣工に判い.

の強化 "" =コ => '" ボランティアルームを新規段位した。併せて!郎内においては随時最新のボランテイア関連情報を掲111L 
ている。)

~lll姐 パンフレット発行の必聾性と活川方法についての意見交換を行う。

[学校ごとのプログフムのIm~6 .実施]

教育機関等との連鰐による 成推 o (H l6以降，従前のパイロット事業に替わる 侃祉教育 ボランティア学習普及推進事業の実施に刊な
福松教育 ・体験プログラ ム s 学校 Ig剖協が1四ffi機関等と実施 実施 二今

い 1 区内における福相教育の拡充をl司った。小学校へのパリアマップ作成支援1 中学校への講師派遣と実=> ニ二〉 =。

の企画 ・実施
児車生徒 技指;~，高校へのボランティア部新開発刊にかかる綱推， J}J言等。~;施件数本 H15→4件/ll 1 6→4叫 IHJ7→

3件1H18→6件)
課題 区内教育機関との意見交流機舎の設位するなど辿拙を強化する。今年度』福祉教育ガイドブック作成予定。

I活動プログラムの開発]

活動機会由提供問尭 B 一舵!Hi: 院祉協が>J!施 検汁 "" 主施 "" '" 
成JI!: : Oi 入門惜賄事修 r生への7 ンケートを定問謀施し. 陣T怯もボランティアw判i紙i追付咋活動情報の栂供を継続している~ 1118講座修了
生によるボランテイアグループ 崎スキγプ聞の立10げを文慢した.)

調岨:I市制lを収!.IH...その内ffを広〈世むしてb吋 @

[年間31司淀川発行l

情報誌の充実 A ~Ë 腔{ii' 1<祉協が括lf 提施 述成
成*: .c:..(f'I'Itf!紙スクラムはHl7以昨年 1~I q)発行にとどめる固 flll" -e. 2，聾な州知については.町内[~1tl"la'\'ホームページのwmなど多悌な

手段にて広.tUに取り組んでいるJ
鼎姐:11;怖の手wについ・て再度帳討する命

ボランティアグループ I史臨調遊園思践のiIiJlJl実施l
施設当事者ヅjレーブとの連携 B l則係施股 1<祉協が:五施 抽tt 実施 "" "" '" ，.県:0(1116前向17昔施設ポヲンテイア受入lI1.1!i.fJ惣政会.J[16. J[18J!l山医青少年価柑:体験'1'章受入施世， I.~I f.判!!~í管意見交;{舎を IUJtI~ したけ

調岨:抽障や1!.PJf.者との情iU~i車及び忠見変換の活性化をl司る。

1.位協がflflf雌 (iF問"日l臨I01¥ I 
ボランティアヅループ連絡会由開催 B ボランティアグループ 柚言I 実施 "" =今 二， '"拙:x (ボランティアグループ聞の立見交換機会については.政置できず，品グループと制wに柿111究嶋!等行っているJ

ポランティアグループ1111が宮城
課岨 ポラ /T 'f アグループ品目抑止上げと定則的な附J fI~を行う 回

ボランティアクループ宇区社協活 1<祉協が企画.1~11岨
['.f; ~U 1剛開他l

ボランテイアグループ 崎県 :ð(~マイルミュー ジ 7 タ 7~ステイパルや臨書児貯Tイ鈍iLPJINi.こころのふれあい支流サロン事業部，陪祉協lJ~~の巾で意図的にI品

動交流会の開催
B 
学区札1"

ボランティアグループーtj主区札1品 組員J => 実施 => =。
働場面を投開するも，"流会としての IJll flU!J.行っていな~'. ) 

が交流
調岨交"の償金について， tn陀的に岱定する.
[ボランテイアグル プの活動資企の充拠l

活動への助成I 助成情報白提倶 B ポランテfアグループ l五祉協が主権 主脳 司 => => '" 成J.I!-:O(]llS助成制度を改変C，グループへの助峰基盤を整備した.1理血 国祉に限定Lないグループをも材組とした助成制度を1M拘lする。
( ;y. ')ンティアグル プの活動開境の克央1

機材の整備!活動処点の確保 C ポランテイアグループ R祉協が実施 輸酎 実施 "" =ミ〉 二争 成県:0(1'1げやすらぎ・ふれあい舶の例股に作ない開材の粧備.1"，'動憎点の崎IZについて遠慮したJ
!!阻 グループのニーズを'e/起するe

(""1fl12@1削陥l

青少年ボランティア懇鎖会の開惜 8 背少年ボランティア 区下lll!が企画 ・"1陥 ~~!~十 災施 二，

"" => 
J占*: .d.(区祉協J作業の-1¥1で.1孟"ふれあい広場など事業への書)JIl， '1';'少年ボランティアグループへの相続対応など1凶わりはあるが.全体と

庁品、{!cボランテイ7時r交流 しての懇談合mJf世は行っていないけ
思阻'忠雄会IUJ!!rIに1"Jlt.J.島艇を~仰する。
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当事者活動の支 援 ・組織化

当 事者の生活問題 の把握と共 区制協が尖施
~Mi!巳湖査の'Æ施、担1談 広報を通 じた共布

有の促進
s 当事者

開帳団体と協力
倹肘 主施 => =今 =手 成*:O(H18障害者自立支援法地域庄市懇談会を他機|則と辿備し、生活問題、実態le射に努めた)

課題。関係機関との情報共'Iiを多桃な手法で、 住民のニーズに基づいて展開

子育てサークJLの支援 子育てサ口 区祉協が企画・実施
l '芋~I会 + イベントの1;\j弘子育て世帯の制1t$.1t l

ン活動の企画
B 子育て世帯

師ItW務所+保健所と協力 検討 => 実施 二会 二今 成県:6.(白 14いちご蝉lの活動の広報辿iUx~星。 子育てサ-7 ルに 171動場所構科fi'ltJ ， 肋成)

障害者の地域参加の促進 B l草書百世-rtf 1[祉協が企画，実施 I I世間 | => |実施 l二> => ¥1IJ/，f，BI 体とI品力

精神崎害者。軍濃の組織化由主鑓 B I t~神隊也者世棉 I耳祉協が企両 ・司E施
|検討| => >)f!jj =。 => I foc-*: O(現在までこころのふれあいネγ トワークに書画.rひまわり家脱会」立ち上げにI肘J)m他所 ・作業所と協JJ

介護者自主由自主運営由促進 B |介議者の会 介it>l'iの会が浬'此
|検討|災施| => =。 => I nt*: O(世話人目白1::道官を舵遇。介護OBによる連世への助言i区祉協がil宮支!l

地域福祉ネットワークづくりの推進

一回| 函四回回一'.--1ι-I璽
福祉のまちづくり推進懇談会
の設置{行政との連携強化)

子育て支援ネットワークの推
進

共同作業所連絡会の設置運営

障害者支擁ネッ トワ クの推進

ととるのふれあいネットワークとの

連携

在宅介護主鍵センター連絡会と由連

燐

老人クラブ 老人福祉センター

いこいの軍との連携

Ij¥I也域福祉ネットワークの企画錐

進

政策由提言

地域福祉権利擁護事業の推進

区全1:t品 区役所で企画I
尖施

士ヨ〉S 一般住民 出施 => => 

s 区制協子ども支援センタ
llie抽

ーの辿椀で企岡実施
司 土手子育て世情 二3

B 植討共同作家所 1.祉協が附1似 型施 コ 二二〉

A 区枕陥と隊22児'1';-ヂイ銭沿災行倭
れ会で金剛実施

=。lie施隊司!fr，. => => 

B 初'iiH初神筒、作者 区社協と保健所の速機 主施=。 =。

B 
在官介護支俊セ/S'~巡絡会と区

祉協が陥1J =会実地要?量殺前財布 => ごっ

B "祉協と附M哨I1事 総i生で企嗣
;M脳 => 検討| 司 |裂施市脚色省

8 I~祉協が企画実施
学区祉協学区民tll.~~との除JJ

=。検討|実施 l 司対集住民

C 
[王位協が尖紘
関係慢関日l休施設との，，~}J 実施脆討 l司 l コ般住民

C ぼj.g祉協がi射鴨')f脳 出組 l司 ! コ:t.)~住民 => 

3
 
po
 

= 

士>

[日常的な協1荘。辿携、 役制分担による事業の実施]
成県 O(地域稲祉推進華民会の立ち上げ、運営。東山開帳機関連絡協議会への参画、 情報究換など)
課題 表出した生活課題j直の解決にむけてのさらなる協同

[子育て問題に対L 迅速 適切に対応できる協力体勢l
成推 O(京都市東山子ども支限センターとの迎携体制有。「子育てちょっと刑判IJの定IUJlI!新)
課題今1査の方向性の検討と協剛の継続

さ>

(if:州2回開t1lliJ
成羽1:: x (就労施:.迎絡会などに参加し、開存者市枇施設の働きかけを行った}
課組 iJW~q)担制と必要性の杷 S

l館特児者デイ鋭給【事業からの発展による新拠の!t的支!f:il動の側発}
成羽I~: 6. ( -- 14学区と協働により新たな~I~~憶を附副. ~，業実峰主体の~I織改変 、 及ぴ紙製地~交流滞撲の運営)
J果組 地>lとの関わり11の験討とえ山山:の把船、分析固必J監事業の企画、模施

l年間l回程度の線機 作品股の聞Uι サロン活動の金耐l
成来 0(1117こころのふれあい交'"怜ロン“ふらつとbすぺえす"を開始.t~神保純綿低ポラム〆テイア入門~N\を附焔)
課姐 サロン事業の今後の展開園精神保健嗣枇ボランテイアの構集をすすめる

l隔月掛度巡続会に参闘し 地>l揃祉F動の状況符の怠比交流l
成処 OOIWl地峡包羽支彼セ/タ 湿此協股会などに参嗣など}
諜姐 介畿支!l}.J'y-門民連絡会なとeの継続i'加。例制i従IJ¥のJHiと交流

I区域学区域での共I;，J事業の集結北
成易経 x(例制ケ}スへの対応や14カはあるカ久共同ll~~での誕縮までは主ってい会い)
忠也i各川休 施..などの状況の拙舗と迎給方法の!東京

I地Mでの見守り体制の情立l
成-.¥IL x(区川織では災胞はできていい、)
課姐学医祉協 ~f"l，{民協との意見交唯を合めた行政への純起 健推

I lili動計画期間内に住民の縮祉袈笥の取りまとめと行政等への貼起拠集l
=>1成法判制人ニーズ剖師し、事業拠附している机 !!HTまではできていない)
|課題 アンケ」ト、研究繍盛の34則的な実施

1 11<祉協を'1'伎とする市祉協 JoM社会伐採のコーデイネート体制の随立I
コ |成果 OW!9かC，J，lfIlf区制制官榊 J位協としてlI!山"叫川u団組内している.HJ8件)
lE県組 制川者の11!り起こし )I~~の平等徒

二二〉

=コ〉

=つ

=つ

=> 

=> 



情報活動の強化

保健福祉に関する相談機関情 s 一般住民 区祉協が関係機 関 との協力

報集の発行 で実施

広報紙の充実 A a粒住民 区社l品が実施

インターネットの活用 B ー般住民 l亘社協が尖施

情報担供手段由工夫強化 B ー位u・民 '"甘l品が.~施

生活意識実臨調査の翼施 C | 一一般住民 1 :~祉協が聞係機|則的1削で企画
災錨

相設対応 B 関係隈1則と連掛

組織の強化・拠点の礎保・財政の安定

E II2a 』 11m E ~ 国国 E咽

役員研修の強化 s 区制協役目 役目 !I~務局で企画実施

担当理事制度の検討 c (it祉協1生H t~n ・ IJ~掛川で検討

監事会由活性化 A 区祉協 監ljf.事務川で実施

1¥':1悶耶業所，ポラ
一般会員加入の促進 8 ンティアグループa '1'崎両で虫峰

当JWr，.組織帯

苦情解，克白推進 B 粧住民 *輔自で:Jf峰

総合福祉センタ堕備k向けた調査
役区行n政硝A 京都市行政 実脳

研究運動 と巡t~

自主財源(賛助金買共同罪壷配分

童)の増強
B 般/Hi，; 学gUti;6.事務日で実施

，JJ，;j，;jJJ金合と連拙

民間助成制度目活用 B li!:'学"社I品 I正社|品ー学民祉協で』長崎

既存事聾の見直し B l孟.7-区祉協 1101 凶 .q~1正社協で 'J~施

情報町公開。週明性白確保 A 般住民 lJ~掛向で1起櫨

~ 64 

実施 I=>I=>

位討 連成

検討 出施 l 司 1 => 1 => 

輪対 実施 l 司 l 司 l => 

杭討 ニコ 実施 l 司 二3

|実施! コ l 司 l キ l => 

官官 ijl ， 

血 咽 咽 回 'ilil 

型施 =今 => =今 => 

般市 二3 => 実施 二二〉

出施 士会 =。 =。 =ミ〉

検討 ニ， 型施 => 二会

惟討 提施 => => =。

実施 => => =。 =。

位討 実施 =つ => => 

腕骨f => 主施 => =。

倹l~t ;J.;施 Z今 =念 =。

蜘H 実施 => => => 

n -z 
I [情報集の全 世帯括行1 成推 O(稲判推進委員会にてH19より稲祉マップを刊成中)

開問。情報誌の尭行の必要性:を検討する

17以除よ鰍手段の多悌化に作ぃ、 if.]tJ]の発行とした)

i品働しながら作成している}

ステムの樽入により、 j主催繁備をはかった)

E 同 国 開

I :'.~問4巨l 自主l件I1I1i。 外部研修へ年間銀数阻害1111J 
成県 ム (HJ5(U.岡市社協への視察，以降は尖施なし。 ilT祉協との1協働企聞による役目セミナーへの事加は継続す

るも，自主開催には至っていないJ
課題 j~民研修体系について協椛1-..対象及ぴ内容を設定する.

成lnk主x画勺I(1E実1てO1U6施いd1誌史期なI民間いL改u.内l逝にHA l 白f神"作HJ既tl 討論貝の分飯をd実舷脳柵L1jm1 S としての執行責任の鍛t~lと強化を闘ったが， Ut'円分けを行い制佐野作成には
I ，，，，姐辺11" 「る.

[1'1' 

|州n闘 符拡XqMttに~-1よ1 
事業助成審査会への監事書画を導入するも. 1蹴回数のI刊加には，m"，、ていない。し‘fFtE冒 問計画+予算.年間柄i

zツタ

1I時-!;Ilf.'，¥の改正E 肪111同7健制，ボランテイアグル プ，当事./'i剥l棋の会員加入]
，.県 ;O(HI6t荷'"山"定3の改正及び介護a白の会っくし. )jtl ll'~r少~I'-ifijりJセン Fーの会H };rl 人をi主成した， また咽 111 81ζは!H IH老人デイサーピス七

11 会JUタ した・)

l| U探成誌ZMI京a5組組ミh…dO飢前h倒遺((I行l解骨イN.政士決刷機ン協A窓A能タをぴーへ口を通六役の充ネ眠じ淵実ッ躍れにさト泊他」せ関区迎附吋るしの合て2会1日11 刈ιIもi即Fせての叫1lJ(僚の川共布化拠巡に伺ま町る)一
. irl防分間との連携を悶I}.1116やすらぎ ふれあい館地x. [:{祉協事務向移転)

I ri操肝 のh各杭
斗X:1(4!減少傾向)

ド1 化を問り，区Jli1 ，;)尊重主会との協同による世1副U~企 咽 略発時にもm極的に取り前lむが.世帯'"入

課姐状況改曹に(Oi)け咽J)JARを分析する。

1北県 o (I! 17' J-[]81{f共同間募金会n入及1びn*nW:lより助成鵬りJI(幅削'211跡入し師柑.送迎サーピλの克'"をl司1)，今年度は福祉医療機構より助成
決定し)J~.l!:出施中，I也.I正社協書画'1'震にて1118.今年度と連続して五(.地峨福祉パイロ y ト ~J ~提より助成受配主制あり)

銀側

l此μ2z2f:IO'IPll116' ポランティ講康体系見直し。1Il7ti日It:j韮迎サーピ^.こころのふれあい交'"サロン事業，介捜予防間違事業開蛸Q HI且障害児者

課岨
デイ級i以l'突出進針体制づのく凡;/iし，)

運営

成I公果lHIOJレ ルの作成砂11:民の|回覧+
( 1117倒人情制l保護に閲する}j針 (プライパシーポリシー}を制定し.胤陪集をtll帽した。}

保姻



(6)図でみる東山 (基礎データ編)
ド 人口鍛移 ー速度は若干鈍化したが止まらない人口減少
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東山区の人口推移
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E 人口構成

25年|削で年少人口は3分のL 生産年齢人口は3分の2に減少、 一方で高齢者は微増

※告均一「国勢制査」より

年令別にみた東山区の人口構 ロ年少

'"脚

o 

ロ

ロ
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。
。
開 'U55匁 昭和問卑 平成Z匁 平成?匁 平成"隼 平成"年

'"脚

伺脚

印刷
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団
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学区別の年少人口・生産年齢人口・老年人口比率のゲラフ

・年少 ・生産 老年

有済 5.7目 62.5也 30.1% 

栗図 17.1%

弥栄 16.7%

新道 16.7%

六聞 17.3%

清水 17.2%

貞教 5.2%

LZ 26.8% 

31.7児

2 27.9施

63.2日目 29.4% 

温三 28.0% 

基主主 27.8% 

修道 16.9%

一橋 17.3略

月輪 17.2%

今餓野 110.3%

21.0% 

s4.2百 27.8% 

66.5% 32.1% 

主正弘 23.6% 

66 



3'世帝政の』桂移 一 世1ii;数は緩やかに減り続けている ー

終各'1'r国勢調査」 より

東山区の世帯数推移

23500 23084 

23000 

22500 、F76
22000 

21500 
21500 21238 

21000 

20500 

20000 

19500 

昭和55年昭和60年平成2年平成7年平成12年平成17年

〆 3500 学区別の世帯数の推移

3∞o I 童三 一i .- ・a • 

2500: .~ー .. 1¥可 . 

2000 

1500 

1000 

企

500 

。一昭和一田年 間和田年 平成2年 I平成7年 平成12年 平成17年「

ー・一有溝 1322 1198 T 1138 1137 1144 1143 

1----栗田 2154 2106 1973 1962 2029 L 2237 
[ 悼栄 1328 1103 878 779 758 722 

"""*一新進 1875 1777 1671 1729 1671 1770 

[!+ -→・←』 六原 1988 1871 17日 18回 17581 1川
清水 1841 1717 1638 1665 1129 1759 

貞軸 1429 1445 1485 1482 -1620 1513 

;一←博道 2517 2395 2372 2355 2366 2303 

一+ー一揖 2923 2851 2908 2965 2835 2834 

~月輔 3077 2937 2908 2970 2837 2625 

A 飽圃J 2630 2676 __2iisJ 259J)_ 2485 2331 
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か 平~世待人員のI桂移 緩やかに減少がすすみ2人世帯が標準になってきたー

※各年 「国勢調査」より

/ 
東山区(J)平均世帯数推移

昭和55年昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年平成17年

/ 
学区別の平均世帯人員推移

3 

2.9 

2.8 

2.7 
2.6 

2.5 

2.4 

2.3 

2.2 

2.1 
2 

1.9 
1.8 
1.7 
1.6 
1.5 
昭和田年昭和田年 平成2年 平成7年 平成12年平成17年

2.67 2.54 2.36 2.15 1.96 1.8 

栗田 2.52 2.32 2.16 2.02 1.92 1.8 

弥栄 2.6 2.58 2.44 2.35 2.22 2.18 

→←新道 2.4 2.24 2.13 2 1.93 1.83 

→←六原 2.59 2.51 2.41 2.19 2.07 1.96 

ー・一清水 2.62 2.5 2.34 2.18 1.99 1.92 

一←貞教 2.83 2.55 2.26 2.1 1.89 1.85 

一←修道 2.81 2.69 2.48 2.35 .，2.19 2.15 

一合一一橋 2.67 2.49 2.29 2.15 2.06 1.99 
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五 年IJ..，¥人[Jの状況

一全l司平均の半分の年少人口比率、現状では今後も減少が続くと思われるー

{平成18年10月1日現在)

310 

東山区の年少人口年齢見IJ区分(人)

290 

270 

250 

230 

210 

E
B
B
-
J=
爺

町立峨 11 12 13 14 
歳歳患歳

白人数 184204 173 207 198 225 224 226 177 217 207 228 225 216 242 

※京都市ホームページ内 「統制的相ur京都市のjJf計人口jより

全国・京都市との年l'
人口比率比較(同)

/ 
他行政区との年世人口比車比較作品

出平成17年度国勢調査より
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4 時子・父干世衛官Fー母子世帯はj~!J1I傾向、父子世帯は減少ー

160首

140稲

120省

100気

80省

60詰

40% 

20旬

。略

120施

100% 

80兆

60% 

40九

20% 

0潟

※-1>年 「国勢調査」 より

平成Z年国勢調査を100とした場合の母子世帯の推移

ー..' 1 46.4~ 
/ 

色F~ 4コ116.3
-.Q-lOIe，;2 % 

Eトl'dOl!d ..1∞% 

平成2年 7年 12年 17年

平成2年国勢調査を100とした場合の父子世帯田推移

平成2年 7年

平蔵王手
1111 
潤

12年 17年

帯

平成7年l平成12年l平成17年
9421 9211 930 
281 171 23 

- 京都市

ー口ー東山区

ー+・京都市

-0-東山区

※母子 ・父子 1ι同とは，未姉，死別又は離別の女主~ . 9)刺と.その未舶の20歳未満
の子供のみで桃成される一般世情(他の世情貝がいないもの)をいいますυ
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Iiホ1ごい許の出るλ 刻IIlIJr，i;のめゐλの状況(陣害手帳台鰻畳鵠者空付者曲目l陸移)
一 身体附寄手帳を持つ人のm加が北iしい

様車山区役所楠祉部「桐祉施首'Ii聾慨嬰J(各作度3月末現在)によるa

草山区身体障害者手帳を持つ人が人口に占める割合(%)

5

0

5

0

5

0

 

8

8

7

7

6

6

 

平成9年度 "年度 15年度 18年度

車山区療膏手帳をもっ人が人口に占める割合(%)

8

7

6

5

4

3

2

1

0

 

0

0

0

0

0

0

0

0

 

平成9年度 "年度 15年度 18年度

18年度における身体障害者手帳
在持つ人の全人口に占める割合

(京都市との比較)

18年度における療育手慌を持つ人

の全人口の占める割合(京都市と
の比較)

醐

酬

酬

鵬

酬

酬

崎

明

怖

叫

叫

東山巨 京都市 車山区 京都市

身体障害者手帳・療育手帳台帳畳載者の推移手帳受付者数の推移

Jlr山区 京都市

平成9年度 l2年度 15年度 18年度 平成lB年度

身体附帯昔 3，l60/ 3，513/ 3，271/ 3，406/ 74，430/ 

手帳
622850/ % 723980/ % 728300/ % 82805C/ % 9，593G 8O/ % 

府育手帳
酔..."......酔唱....・・・....・. 0.48% 0.53% …..~."!?.Q.:1.: 0.70% …“日 ，7..q~骨

参考人口
46，693/ <14，605/ 4'1，813/ 42，4(j2/ 1474811/ 

lOO弘 100% lOO弧 100% 100% 

ーヮ，



ゆ 精神保健福相t手帳奄持コ人の鍛移

-5年|聞でおよそ2怖に増加、相会情勢の反映か

市内精神保健福祉手帳を持つ人の推移

(人)

※13年度は東山保健所調べ、 18

年度は「こころの他政相;j主セ

ンター所朝uによる。

醐

醐

醐

醐

脚

醐

醐

剛

醐

脚

。

"年度 18年度

情神保健福tι1."~_ h "，.，1 '''14，568/0.:1 1 %18， 913/0.6~副
手帳 ・ ・

@考人口
1 ， ~6!j，<l 62/1 1.47'1，811/1 
l倒叫 100%1 

13年度 18年度

? 齢者世痛の状況

急速に附加する一人ぐらし高齢者lmi;

※東山区役所柿祉部 「栢祉施策

!J~~佐概聾」による 。

川

棚

酬

酬

剛

叫

叫

酬

叫

叫

8

6

4

2

0

8

6

4

2

0

 

東山区の全世帯に高齢者世帯が占める割合の推移円も)

ー・ー高齢単身世帯融(65語以よ
の単身者世帯)

ー骨開高齢夫婦世帯蝕{夫65車以
上妻60織の夫婦のみの世
帯)

平成2年 平成7年 平成12年平成17年

18.0σ% 

16.00句

14.0師

12.00対

10.00唱

8.00持

6.00完

4.00完

2.00% 

0.00覧

高齢者世帯比率京都市との比較(帖)

-東山区

司京都市

高齢単身t性格比率 高齢夫婦世帯比率
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(7) 策定に向けての経過

東山区第ご期i白波福干止活動計画策定に向111と主は取り組み

時期

4月

7月

7月

日月

9月

9月~

10月

10月

11月

取り組み 内 容

活動計画の経過報告

第2団地域福祉推進委 | 活動計画策定の概要について

員会 |・山田京女大，桂教授の紹介・講演

学区社協会長会議

第3回地域福祉推進委

員会

3部会合同会議

学区祉協会長会議

アンケー ト調査閲する

事前依頼と配布、回収

第1回東山区学区社協

ヲセ直A
JιiilL2玄

高齢者部会 ・障害者部

会・ 児童部会

3部会委員の委嘱(高齢悶害児童)

山田先生講演

。アンケ ト調査について

アンケート調査について

各団体機関より現状報告

。指名委員の委嘱

各団体の現状報告

第一期活動計画の進捗状況

。アンケ ト調査の実施について

東山区学区社協交R会について

告学区社協‘民生児童委員協議会、自治会、

市政協力員等E協力

3分野に分かれて

地様課閣の抽出作業

。地域課閣に対応した

活動内容の検討

アンケート調査結果の中間報告

12月 |第2回学区社協交流会 |・1醐福祉推進委員による活動計画・轄の提示

2月

E月

3月

3部会合同会議

地域福祉シンポジウム

第4回地域福祉推進委
~~ 

Eミ云云

アンケート調査・報告への意見交換

アンケー卜結果報告

。活動計画について

シンポジウムについて

アンケー卜報告

。シンポジウム '10月学区u凶変浪会)

第二期東山区地域福祉活動計画の承認

活動計画の進捗管理体制
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東山区地域福祉活動計画担当部会名簿

園 a 園固固困 画 白 ~閣国時直自
東山区民生児童委只会 松ノK 洋子 O O O 

主任児童委只 森下 H古美 O 

老人福祉貝 権谷正枝 O 

東山医師会 大本 一 夫 O 

安田茂夫 O O O 
東山区相会福祉協議会

町田正問j O O O 

東山区身体附害者団体迎合会 J孟町l 秀雄 O 

東山区ンニアクラブ連合会 山 本幸彦 O 
当事者団体

京都手をつなぐ育成会東山支部 家村 エE O 

東山区介護者の会「っくL.J 木村紀美子 O 

相会編祉法人治束図 木村 HfI7U、 O 

東山地域包括支援センター 加藤小波 O 

平安養育院 大柿紀雄 O 

福祉施設等 工~jZ寺保育園 河原善雄 O 

小松谷児賞館 、上羽敏夫 O 

なづ在学園 高宮郁子 O 

交流広場ライフアート共同作業所 稲垣 緑 O 

東山保健所 土剖則+ O O O 
iT 政

東山福祉事務所 北村至郁子 O O O 

東山区相会福祉協議会 木村信夫 O O O 
オブザーバー

京都女子大学 111 IJ1 他 吉l O O O 
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地域福祉推進委員会指名委員

園田園困 国 国
居歯
昌国国 耳目

地域生活支援センター 「ら くとうJ 中野 恭子ーパ O 

治束中学校PTA 1/号、集段羽 O 

NPO法人音の胤 西野桂子 O 

助け合いグループ「りぼんJ 山 111 フサ O 

はぴねすの会 杉本麻里 O 

集芭i楽サカタニ 酒谷 宗男 O 

古川町商脂街振興組合 木村閤股 O 

東山区役所区民部 池田 他 O O O 

東山消防署 西国泰久 O O 

地域福祉推進委員会 事務局

回目 国 自
~~ 

東山区社会福祉協議会事務局
町田正則 (再掲)、中野大作、林品、

高橋由起、村剖志歩、山岡氏司

東山区役所福祉部支援保談課 野間歩、森口佐知子

実習生
光'"女子大学、同志社大学、京都女子大学、

仏教大学、立命館大学、能谷大学の皆さん
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平成20年 (2008年)'-月 22日
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あす東山区役所でスマイルミュージックフェス
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ください。取イスたど』とお'"しの!!五

合はと約百点を。

!場合せ・申i且み
!liiJH玄社会福111協議会(公561-48.19、B¥i55H8SS:
況の民 (NPOi.ム人) (公.fAi525-0校則
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一

体

京
都
市
東
山
区
の
区
社
会
一
具
賄
も
あ
る
。

福
祉
協
議
会
が
移
転
す
る
複
一
式
に
は
、
地
元
住
民
や
福

高
設
「
や
す
ら
ぎ
・
ふ
れ
一
社
関
係
者
ら
約
百
ニ
十
人
が

あ
い
館
」
が
完
成
し
、
一
一
十
一
出
席
。
民
社
協
と
問
自
治
連

五
日
、
同
区
五
条
過
大
和
大
一
合
会
長
の
深
山
東
一
郎
大
」
ん

路
東
入
ル
の
新
施
設
で
記
念
一
(
じ
一
)
が
「
東
山
の
中
心
的
な

式
典
を
催
し
た
。
四
月
一
日
一
位
置
に
あ
る
施
設
と
し
て
、

か
っ
述
営
を
始
め
る
。
一
指
紙
や
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点

六
原
自
治
連
合
会
、
六
原
一
で
あ
り
た
い
L

と
話
し
た
。

消
防
分
間
を
含
め
た
一
一
一
団
体
一

が
、
旧
東
山
保
健
所
跡
地
主

建
て
た
。
市
か
ら
の
補
助
金
一

千
一
一
首
万
円
を
合
む
総
γ
喜
一

は
伝
千
二
百
万
円
。
同
館
は
、
一

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
原
一

で
、
床
開
梢
約
四
百
五
十
一
平
一

」

1メ
!

o

-

j

i

-

施
設
内
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
一

ィ
ア
や
地
域
交
流
の
ス
ベ

i
一

ス
を
設
け
、
区
社
協
の
機
能
一

強
化
を
図
る
と
い
う
。
六
原
一

地
域
の
自
治
会
館
、
助
災
器
一

新施設の完成祝う
東山区社協 1日から運営

完成した複合総殺「やすらぎ・ふれ

あい舘J (京都市東山区)

京都新聞

心
の
病
を
抱
え
る
人
と
地
一
世
間
話
に
撃
を
咲
か
せ
た

域
住
民
と
が
気
軽
に
集
え
る
一
り
、
館
内
で
卓
球
に
汗
を
流

一
交
流
サ
ロ
ン
「
ふ
ら
っ
と
b
一
し
て
楽
し
ん
で
い
る
。

一
す
べ
え
す
」
が
今
月
、
京
都
一
同
胞
に
事
務
局
の
あ
る
東
一

一
市
東
山
区
五
条
通
大
和
大
路
一
山
区
社
会
招
祉
協
議
会
や
、
一

一
策
入
ル
の
受
口
施
設
「
や
す
一
同
区
内
の
共
同
作
業
所
な
ど
一

一
ら
ぎ
・
ふ
れ
あ
い
館
」
に
開
一
約
十
間
休
・
施
設
で
つ
く
る
↓

一
寄
れ
た
。
利
用
者
た
ち
が
、
一
実
行
委
が
六
月
か
ら
、
室

平成 17年 (2005)10月6日

「心の病」を癒やす場に
東山サロン開設、住民交流

京都新聞

心の病のある人が地域交流するために開

設したサ口ン「ふらつと bすぺえすJ
(京都市東山区・やすらぎ・ふれあい館)
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を
開
放
し
て
交
流
サ
ロ
ン
を
一
大
型
テ
レ
ビ
、
パ
ソ
コ
ン
を
一
い
」
と
話
し
て
い
る
。
一

つ
く
ろ
う
と
計
画
し
て
き
一
設
け
た
。
同
社
協
の
町
田
正
一
利
問
時
間
は
月
、
水
、
金
一

た
。
サ
ロ
ン
は
約
一
一
弔
宝
刀
則
事
務
局
長
(
六
一
)
は
「
一
歩
一
曜
の
午
前
九
時
半
1
午
後
四
一

M
の
空
間
で
、
テ
ー
ブ
ル
や
一
ず
つ
活
動
を
充
実
さ
せ
た
一
時
半
。
入
場
は
無
料
。
一
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後
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援
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援
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ZY議
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援
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援
護
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譲
援
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後
援
護
劣
後
援
護
綴

2
2
z
z
z
Z
2
2
2
2
z
z
z援
一

観
綴
揚
物
多
磁
脇
務
綴
磁
級
協
磁
場
観
務
協
脇
綴
鰯
脇
綴
綴
額
一
関
か
れ
る
来
月
ま
で
ベ
ス
ト
一

瞬
L

つ
伽
昭

na務
級
協
関
昭
彦
級
官

8搾
♂
/
一
を
槌
え
な
か
っ
た
の
で
、
助
一

宮
予
輝
ヰ
見
場

2
1リ
揚
巨

p
d滋
芝

一

か

三

し

た

」

と

笑

顔

を

児

一

M
p
r
r
d
巨
象
級
協
Z
Z四回
m
，

Q

E
て
い
た
ロ
グ
ル
ー
プ
メ
ン
一

第
役
務
弘
弘
移

Zqゐ内己
1
1
f
J
v
(

一パ
i
の
喜
楽
折
田
孝
一
さ
一

‘;‘
1
f
:
i
a
h
f
A
F
A

一
ん
(
五
四
)
は
「
喜
ん
で
く
れ
る

そ
r
B圏
、
仁
弘
治
会
哨
阿
世
A
d
l
}告

自

問

、

同

一

ブ

ぽ

rsず
引

十

目

一

活
む
接
持
て
」

4
2
一語訪日訪れ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
修
了
し
た
京
都
車
缶
一
ニ

i
ズ
が
強
い
と
感
じ
る
。
一

一
こ
れ
か
、
?
む
陣
答
者
を
支
え

区
の
住
民
ら
が
視
覚
障
害
者
支
援
グ
ル
ー
プ
「
ス
キ
ッ
一
;

一
て
い
け
る
よ
う
頑
張
り
た

プ
」
を
こ
の
ほ
ど
設
立
し
た
。
読
み
審
き
代
行
な
ど
日
一
一
い
」
と
窓
気
込
む
。

常
生
活
上
の
援
助
完
一
回
、
東
山
区
五
条
通
大
和
大
一

i

一
東
山
区
外
の
障
害
者
も
参

路
東
入
ル
の
「
や
す
ら
ぎ
・
ふ
れ
あ
い
館
」
で
行
し
、
一
一
加
で
き
、
支
援
す
る
メ
ン
バ

「
身
近
な
場
所
で
手
助
け
が
ぎ
り
れ
る
」
と
院
内
の
一

ι差し
て
い
る
。
無
料
。

視
覚
障
害
者
に
好
評
だ
。
世
間
話
に
来
る
人
も
お
り
、
一
間
い
ム
口
わ
せ
は
東
山
区
祉
協

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
お
し
ゃ
べ
り
も
弾
ん
で
い
一
位
0
7
5
(
5
5
1
)
4
8

る

。

一

4

9

0

(
相
児
島
純
)

ス
キ
ッ
プ
は
、
市
東
山
区
一
し
、
新
聞
の
折
り
込
み
広
告
一

社
会
福
祉
協
議
会
が
主
催
す
一
や
本
の
代
読
、
器
類
の
整
理
、
一

る
「
担
覚
障
害
者
支
援
ボ
ラ
一
体
操
を
一
緒
に
す
る
な
ど
、
一

ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」
を
修
一
障
害
者
の
要
望
に
応
じ
た
支
一

了
す
る
な
ど
し
た
主
婦
や
退
一
援
を
行
っ
て
い
る
。
九
月
は
一

職
者
ら
八
人
。
市
内
に
は
視
一
四
人
が
訪
れ
、
東
山
区
福
稲
一

覚
障
害
者
総
合
福
祉
施
設
一
の
井
上
勢
津
子
さ
ん
(
七
一
一
一
ニ

ヱ
京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
」
(
北
一
は
、
京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
一

区
)
が
あ
る
が
、
遠
い
場
所
に
一
の
洋
裁
サ
ー
ク
ル
に
通
っ
て
一

位
む
陣
容
叩
者
が
気
軽
に
官
品
眠
一
作
っ
て
い
る
ベ
ス
ト
の
え
り
一

室
け
り
れ
る
警
告
区
一
と
袖
の
「
見
返
し
」
閣
の
布
一

に
つ
く
ろ
う
と
、
今
年
四
月
一
を
裁
断
し
て
も
ら
っ
た
。
一

に
グ
ル
ー
プ
今
設
立
し
た
。
一
服
を
よ
く
自
分
で
作
る
と
一

毎
月
第
二
火
曜
日
に
同
館
一
ぃ
、
っ
井
上
さ
ん
は
「
(
見
返
一

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
待
機
一
し
が
な
い
ど
)
サ
ー
ク
ル
が
一

棋譜障韓留農麗，rJs皇訪麗寵
ボうンヂイア講鹿修了、東山の住民ら8人

弾むおしゃべり、メンバー募集中

視
覚
障
害
者
を
洋
裁
で
補
助
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
@
(
京
都
車
泉
山
区
)

平成19年(2007)9月22日

nu 

門

i

京都新聞



第二期

東山区地域福祉活動計画
2008年5月00日

社会福祉法人京都市東山区社会福祉協議会

東山区地域福祉推進委員会

干605-0863京都市東山区五条通大和大路東入5了日梅林町576-5
「やすらぎ・ふれあい館J内

TEL. (075) 551-4849 FAX. (075) 551-4858 
URL:http://www.mediawars.ne.jp/fukusi 07/ 
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